
5。 法隆寺境内出土の埴輪と周辺の古墳

法隆寺境内の各所で埴輪片が出土している。従前の調査では知られなかったことで,こ こ

数年の防災工事に伴う事前発掘調査の成果の一つに数えてもよい。これらの埴輪片は東院南

門前の S D 1390の ように古墳時代の濤から出土する例もあるが大部分は,古代 。中世の整地

上から検出される。これを明確にしておくことは法隆寺周辺の旧地形複元にも役立つ。

法隆寺周辺の現在する古墳
1)

昭和49年 に刊行された奈良県遺跡地図第一分冊の 7-D図 葉に法隆寺周辺の古墳も網羅

的に表 。図示されている。ところがこの地図に漏れ落ちもある。一般にこの種の遺跡地図に

は漏れ落ちが必ず伴う。その要因は三種類考えられる。第一は分布調査にはじまる作業工程

中の不注意によるものである。第二は刊行・編集時には遺跡として地上にあらわれていない

か,遺跡としていまだ考古学界で認識されていないもの。第二は過去に消滅したものである。

このうち法隆寺周辺では第一のものとして天満地から北東にのびる谷間に位置する仏塚を
3)

ぬかしてのがこれに該当する。第二の例が,これから述べるところである。奈良県遺跡地図

の刊行後『斑鳩町の古墳』が刊行された。これと,『班鳩仏塚古墳』に付載された斑鳩町遺

跡分布図が,公刊されている遺跡分布図としてはもっとも詳しいが,表示されている古墳総

数の約50基は現存する古墳のすべてを綱羅するものではない。

明治40年に奈良県属であつた野淵竜潜が調査した時にはつぎの古墳が記録されている。

竜田村守谷

竜田村薬師山     ※ (薬師山塚 )

竜田村堂ノ前     ※ (塚 )◎

竜田村小吉田 清水  ※ (間人内親王墓伝承地 )◎

竜田村五百井 大塚    ※ (大塚) ◎

法隆寺村埴輪 甲塚  ※ (甲塚 )◎

法隆寺村法隆寺 灰塚  ※ (灰塚 )

法隆寺村法隆寺 藤ノ木 ※ (御陵) ◎

法隆寺村法隆寺 小金  ※ (小金塚 )

法隆寺村法隆寺 亀塚  ※ (亀 塚 )◎

法隆寺村法隆寺 舟塚        ◎

法隆寺村法隆寺 王塚◎

法隆寺村法隆寺 西塚◎

法隆寺村ヒヅメ 金塚  ※ (ヒ ヅメ金塚 )◎

法隆寺村法隆寺 佛塚)◎

法隆寺村東福寺 東福寺 駒ケ塚※ (駒塚 )◎



法隆寺村東福寺  ク  山の東※ (調子丸塚 )◎

富郷村高安 外川       ※ (森 )

富郷村幸前 西谷       ※ (櫂椙塚 )

富郷本寸三井 岡ヶ原      ※ (姫塚 )

富郷村三井 ヒカイノ     ※ (瓦塚 )◎

富郷村三井 ノキ       ※ (人王塚 )

富郷村阿波 森

富郷村高安 河原

富郷村高安 都田
4)

以上である。※印を付したのは大正14年に刊行された『奈良県史蹟勝地調査会報告書第ノ＼回』

に収載されている古墳である。文末に◎印を付 したのが現存する古墳である。たとえば亀塚

は法隆寺参道松並木の西側に小字名として亀塚が残されているが,現在,地上には痕跡はと

どめてはいない。このように古墳は時代の経過と共に増加することは絶対になく,減少の一
6)

途なのである。もちろん分布調査漏は別の問題である。野淵竜潜,大正14年の第 8回報告に

なく,現在は古墳として確認されている地点も多い。法隆寺裏山の梵天山古墳群や,町営水

道浄水場西側の寺山横穴群がそれである。

最近,岩本次郎氏は斑鳩の条理を検討されたうえ,古墳の分布にも触述されて,注目され

る見解を述べている。『ところで条理地割の明らかな道路 Nの南吉る合では,駒塚古墳 (前方

後円墳,5世紀ごろ,全長47m),調子丸古墳 (円墳,5世W紀後半,径14m),舟塚古墳 (円

墳,径 5m)な どが存在するにもかかわらず,条理型地割の明らかでない道路 Nの部分では

古墳が未発見なのが注意される。その相関理由は明確にし得ないが,…下略……』と。ここ

でいう道路 Nは斑鳩町役場北約200mの地点から幸前集落に至るN20°Wの方向の斜交道路で

ある。そして『斑鳩の古代歴史空間の推移としては 4世径後半～ 5世紀を通じて,大塚古墳

を初めとする古墳の分布や酒ノ免集落遺跡が示すように,標高45m前後の微高地に開発と農
7)

業生産の展開がなされたと考える。』ところで,法隆寺境内の発掘では往々にして埴輪片の

出土をみる。その代表例を記すとつぎのようになる。

A 東院南門前の古墳時代の自然川  (家形 。円筒 )

B 聖徳会館北側の子院建設の整地上 (円筒 )

C 大宝蔵殿東側の子院建設の整地上 (ラ )

D 大宝蔵殿西側の子院建設の整地土 (ク )

E 食堂北側の子院建設の整地土 (ク )

F 花園院前の若草伽藍人工川の埋土 (ク )

となり,量的に多いのはCと Fである。他は量的に少ない。Aでは家形埴輪の台の一菩Бが出

土し,円筒片の穴が三角形であるものもあって,それが古墳時代前半のものであることを示
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している。 Cの資料は子院 (多分宝蔵殿 )の基壇を築くにあたって山地を用いて非常に固く

締めている。この埋土から滑石製紡錘車が完形で出上しており,出土の埴輪片も古墳時代前

期のものであった。埴輪片の表面や割れ回は新たらしく,埴輪片を含む土と共に,埴輪や紡

錘車が,いずこの地からか,こ こに運ばれた可能性が強い。なお時期を決定することが出来

ないが,紡錘車の出土地点近くで銅片が出土している。あるいは古墳の副葬品の一部か。 F

地点出土の埴輪片については本概報に報告 しているが量的にも多く,赤色顔料を塗ったもの

もある。ここの埴輪も破片は割合に大きく,割れ国も新しい。第71図の拓本でも判るように

接合できるものもあって,埋め土とともに,こ こに運ばれる (二次移動 )す る前には一括 し

てあったことを示している。

ところで,埴輪が古墳時代に使用された場所については大別 2種にわけられる。ひとつは

古墳の墳丘上,あ るいは周濠,周庭帯上など古墳に伴うもので,他は埴輪を用いて,古墳以

外の地点においてする祭祀に伴うものである。前者には,奈良市歌姫横穴や桜井市珠城山第

3号墳の横穴式石室底に,埴輪片を敷きつめていたものをも含めてもよい。後者は,古墳近

傍における祭lTEと ,古墳が近傍に存在しない地点とがある。ところで,法隆寺境内において

出土する埴輪片は,ど のような来歴をもつものであろうか。Aと した東院出土のものは古墳

時代前期の自然川出土であるので,も ともとその川辺における祭祀に伴うものであったかも

しれないが,現北室院境内を中心とする古墳時代の微高地に古墳があつたかもしれない。 D

の資料はたぶん,室町時代以降,江戸時代初期の間に出土地から遠からざる地点に,そ の時

代まで存在していた古墳を破壊し,その土砂を利用して基壇造成を行こなったのであろう。

古墳が所在した候補地としては,大宝蔵殿と天満池土地との間にある,西方より延びてきた

丘陵上が考えられる。C地点へは,旧不浄門をへてまっすぐに到着しうる。なお,候補地の

丘陵は,柿等の果樹園,竹林,畑地となり,現在では古墳はない。E地点出土のものは,若

草伽藍人工濤 S D 3560の 埋土出土であることなどから,現西院伽藍にあった古墳を破壊 して

整地工事が行こなわれたと推認しうる。古墳の規模については判明しないが,埴輪の直径 ,
9)

技法が,三井に所在する瓦塚古墳のものに類似 し,こ れよりやや遅れるものであろう。

法隆寺近在で,埴輪をもった古墳は梵天山古墳群,浄水場裏山の龍田寺山古墳群 (仮称 ),

西里の藤ノ木古墳,小吉田清水垣内遺跡 (遺跡地図では遺物散布地であるか,古墳であつた

らしい),三井の瓦塚古墳があげられる。法隆寺のある丘陵は,現在は海抜50m～ 54mで あ

るが,西院建立以前はもう少し高く,古墳もあったらしい。

法隆寺西大門を出ると,西里の村落に通 じる町道があり,その北側に西北からくる水路が ,

西大門の前で,ほぼ直角に方向をかえて南に流れる。この水路に添って上流にゆくと西里の

村の背後をとおって,慶花池の谷に至る。これと同じ地形が,天満地と毛無地のある谷間の

水路である。天満地の水路は法隆寺東大問前をへて,こ こで直角に曲り福園院前で更に直角

に折れ曲り善住院の西側をへて南下する。いっぱう,天満地に流れ込まない毛無池等の水は



天満池の東側山添を深い谷で流れ,山添を東に曲ってゆく。東西の両水路はともに西方から

東方へ山裾にそって流れる。天満地からの水路が人工の水利工事によってできた水路を踏襲

しているものとしてよい。束院北側の東里集落の北例にはL型の河岸段丘風の1口河川を示す

低みと高みが残されており,毛無地からの水路も,あ る時には東里集落の背後まできていた

ことを示す。ところが,こ の両水路に換まれた地域こそ,岩本氏が古墳の存在しない地域と

されたところである。ところが,こ の地域は,梵天山から東南方にのび,上御堂の地点でさ

らに南に折れ曲ってのびる幅広い尾根筋であり,古墳の占地する地域としては,非常に応ゝさ

わしい地点である。以上に述べたように,こ こにも埴輪を伴う古墳があったのである。現在 ,

法隆寺前の斑鳩町営駐車場の北西隈に残る舟塚古墳は,梵天山古墳群から西院地域の消減古

墳をへて,南にのびる多くの古墳の残影なのである。

終末期古墳

法隆寺の西にある大字西里の藤ノ木古墳は直径40m,高 さ8mの 円形の墳丘の周囲に濠状

の低地をもつ。円墳としては大規模な古墳である。埴輪片もあり,葺石もある。この地点は

小字を「御陵」といい,古 くから崇峻天皇陵とか,山代大兄王の墓とか伝えるが,古墳自体

は遅くとも六世紀初頭よりは古いものである。藤ノ木古墳の西方丘陵上,錦 ヶ丘団地のある

丘陵にも御坊山 1号 , 2号 , 3号 の各古墳があった。この小字御陵は,『聖蹟図志』等に記

す「御廟山」の訛である可能性がある。御坊山 1～ 3号墳はともに終末期古墳で, 1号墳か

らは環付六花形金銅金具が出土し, 2号墳は家形石棺の一吉Бが出土しているが,と もに宅地

造成工事によって攪乱されたのは残念である。第 3号 も又,宅地造成工事によって検出され

たが,直径 8m程の円墳で周囲に空漫があった。主体部は横口式石棺で,その中に漆塗陶棺

を納める。陶棺のなかから,身長約160cmの老化の進んでいない男性成年の骨が琥珀製枕に

頭をのせて出土し,副葬品としては三彩有蓋円硯と,長さ13.2cmの緑色ガラス管とが出土し

た。ガラス管は筆管と推定されており,妥当な解釈であろう。この古墳の問題点は多いが ,

このガラス筆管についてみてみよう。管見にして国内には類例はないが,ガラス製筆の存在

は『筆経』,『初学記』等々にその存在が記される。わが国でも江戸時代の資料は多い。延宝

四年 (1676)に長崎の要商末次家が閉所となった時の財産目録である『末次平蔵御閲所家財

道具御梯帳』に「びいどろ筆軸  五本」とあるので,江戸時代の早い時期にガラス筆管が

あったことが判る。中国における実物としてもつとも古いのは隋場帝の皇后楊麗華の孫であ

る李静訓が 9才で死んだのち,大業 4年 (608)12月 に埋葬された石棺からみつかった。李

静訓の頭蓋骨の左狽Jに筆管あり,ガラス製管形器として報告されている。筆管は草緑色で長

さ10。 9cm,径 0.9cmの 用途不明のものであるが,1981年冬に報告書が刊行され,ま もなく北

京歴史博物館に展示された。実物をみた時に,ま ず色こそ違え御坊山古墳のものに非常によ

く似ていることに気がついた。形態上からはよく似ており,両者共に筆管としてよド。三彩

有蓋円硯は,類似のない三彩硯で,典型的な二彩硯が7世紀の最末に成立する以前の技法で



あるらしく,今後の検討をまたねばならないが,ガラス筆管・硯 ともに将来されたも
のであ

ることは明らかである。

御坊山 3号墳の築造年代については確定 しえないが, 7世紀中頃
から末にかけてと,やや

幅広 く取つておくのがよい。すると,法隆寺を中心 とする上宮王家の活動
の後半にあたる年

代と御坊山の年代がだぶつており,あ るいは上宮王家を支えた膳氏と
の関係があるかもしれ

ないが,と もかく異国情緒豊かな文具を身辺において,永久の旅路に出た壮年
の男性は法隆

寺とも縁の深かつた人物であった。この
ことは,御坊山古墳の地点が法隆寺,ま たはその壇

越である膳氏の勢力圏に入っていたことを示 し,そ の一族の墓所と氏寺であ
る法隆寺との中

間にあった藤 ノ木古墳に「御陵」の名称が生 じた
のも,後世,御坊山の地へゆく途中の大古

墳を誤つて「御陵」とよび,そ の名が地名に冠せられたのも
このように考えれば理解 しえる

のではなかろうか。
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